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マネジメントシステムの普及と制度化 
―制度派組織論アプローチ― 
The Diffusion and the Institutionalization on a Management System  
－Researching from the Institutional theory－ 












をもたらし、 ISO 14001 の加速度的な普及につながったことを事例に確認した。 
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1  はじめに 
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ールド(organizational field)でおこる 3 つの異なる
同型化の存在を指摘している。すなわち、強制的同
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(social structures)、ルーチン(routine)という 3 つ
の媒介を通じて伝播されるという。 
こうした Scott による区分の特徴は表 1 のよう
にまとめられる。 
 


























表 2 旧制度派と新組織派の分類 
出所：DiMaggio & Powell(1991)より作成 
 
規制的 規範的 認知的
服従の基礎 便宜性 社会的義務 当然性
メカニズム 強制的 規範的 模倣的
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3 ISO14001 の普及プロセス 
水野(2012)をもとに,日本における ISO 14001 普
及プロセスを、①普及初期(1996 年～1999 年)②普
及拡大期(2000 年～2004 年)③普及安定期(2005 年
以降)に区分し振り返ってみよう。 
 
3.1 普及初期  
















長、首長の政治的ツール等として ISO 14001 を取







ら、国土交通省における公共工事への ISO 9001 適
用(入札参加条件)の検討事例を確認しておこう。国
















2000 年からの 5 年間には、認証取得数が年間平
均 2,600 件と順調に推移した、特に 2004 年から
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ISO17021(審査機関 ,審査員の質・力量確保 )が 








こうした ISO 審査員の離脱抑制圧力があった。 
 























































































Aldrich, H.E. and Fiol, M.C. (1994),”Fools rush in? The 
institutional context of industry creation”, Academy of 
Management Review, Vol.19,No.4,pp.645–670. 
DiMaggio, P. j and W.W Powell (1983), "The Iron Cage 
Revisited: Institutional Isomorphisnim and Collective 
Rationality in Organizational  Fields,":American 
Sociological Review, Vol,48,pp. 147-160. 
Lawrence & Lorsch(1967)”Organization and 
Environment”, Harvard Business Press, 1967.(吉田博訳
『組織の条件適応理論』産業能率短期大学出版部，1977 年) 
Meyer, J, W. and B. Rowan (1977),":Institutionalized 
Organizations:Formal Structure as Myth and 
Ceremony" American Journal of Sociology, Vol.83. No. 2, 
pp. 340-363. 
Miles &Snow(1978)”Organizational Strategy, Structure, 
and Process”,McGraw-Hill, 1978.(土田守章・内野崇・中野
工訳『戦略型経営：戦略選択の実践シナリオ』ダイヤモン
ド社，1983 年) ． 
Oliver, C., “Strategic Responses to Institutional 
Processes,” Academy of Management Review, Vol. 15 No. 
1, 1991. 
Scott, R. S.(1995)“Institutions and Organizations, Sage 
Publications”,(河野昭三・板橋慶明訳『制度と組織』 
税務経理協会，1998 年) ． 
Selznick, P(1957)”Leadership in Administration”, Harper 
and Row,(北野利信訳『組織とリーダーシップ』ダイヤモン
ド社，1963 年) ． 
Suchman,M.C.(1995),”Managing Legitimacy  :Strategic 












における ISO 14001 の普及事例分析」『組織科学』
Vol.41.No.3,pp43-54． 











Rogers, E. M. (2003), Diffusion of Innovations, 5th ed., 









現代マネジメント学部紀要 第 6 巻第 2 号(2018) 
- 8 - 
涌田幸宏(2016)「制度化のフレームワーク構築の試論」『商学




（原稿受理年月日 2017 年 12 月 1 日） 
 
 
 
 
 
 
 
